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最終成果報告書の発行

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

事業者契約

委員会/イベント

企画等検討

日
本
語
版

執筆者作業

レビュー

レイアウト・
電子版作成等

印刷/製本

英
語
版

翻訳

事務局校正・
執筆者校正

レイアウト・
電子版作成等

印刷/製本

委員

②
①

③

③
②

①

▲ 第3回委員会 ▲ 第4回委員会

委員レビュー割当 配布割当

▲ 契約締結公募

執筆 (概要、完了施策) 修正
③

②
①

加筆

▲ 採択 (事業開始)

▲ 第2回委員会

執筆者決定

②
①

TL・省庁

英文企画企画

執筆 (継続中施策)  ※9月5日締切

③
事務局 英訳確認

(ワード原稿)

著者 英訳＋レイアウト確認
(レイアウト済原稿)

①

③

本日※本報告書を巻頭からページ順に①～③に3分割し、順番に作業を進めるイメージ。

▲

▲ 日本語版完成

③
②

③
②

① ①

順次再校
① ② ③

③
②

①

：スケジュール遅延状況

SIP自動運転
最終成果発表会▲ J-Stage

掲載 (仮)

初校

③
②

①

▲ 英語版完成

②

最終成果報告書 編集委員会を計４回実施し、構成・配付先・スケジュール等を決定
日本語版は12月末、英語版は2月末にそれぞれ発行予定

推委20-3-2【公開資料】



2

最終成果報告書のデザイン
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中間成果報告書からの告知・配付内容の変更点

最終成果報告書の告知・配付手段は、中間成果報告書と比較して、
冊子の配布部数増＋J-Stageへの掲載により、訴求を強める計画

中間成果報告書 最終成果報告書

日本語版 英語版 日本語版 英語版

告知手段

・内閣府プレスリリース

・SIP-café告知ページ

・SIP関係者＊1にメール連絡

・内閣府プレスリリース

・SIP-café告知ページ

・SIP関係者にメール連絡

配
布
手
段

冊子配布 300部 300部 500部予定 200部予定

Web公開 ・SIP-adusホームページ掲載 ・SIP-adusホームページ掲載

論文DB ＊2 ー J-Stage ー

国会図書館納本 ○ ○ ○ ○

＊1：省庁、推進委員、臨海部実証実験参加者、報告書関係者 (編集委員、執筆者)
＊2：最終成果報告書に合わせて、今年度中にJ-Stageへの追加登録を検討中
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